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神戸市の地域ブランド戦略
―ケミカルシューズ産業を事例に―

羽 渕 貴 司

１．は じ め に

本稿は，神戸市のケミカルシューズ産業を事例に，地域団体商標の特徴と課
題を検討する１。ケミカルシューズとは，甲皮に人工皮革を用いた履物を指す
造語であり，主に神戸市の長田区や須磨区で生産される履物をいう。近年は大
半の製品で甲皮箇所に天然皮革が用いられていることから，ケミカルシューズ
とは言うものの，実態はカジュアルな革靴を指す。
ケミカルシューズ産業は神戸市の地場産業の一つであり，阪神・淡路大震災

以前は，全国のケミカルシューズの約７５％を長田区で生産していた。神戸市の
ケミカルシューズ産業は，中小企業の地域的集積を基本に発展してきたが
（関・大塚，２００１，５０ページ），阪神・淡路大震災を契機に神戸市の多くの
シューズメーカーが倒産し，衰退していった。ケミカルシューズ産業の課題は，
①阪神・淡路大震災以後，中国・ベトナム・カンボジアなどの新興国からの廉
価なシューズの大量輸入で価格競争に直面したこと，②靴メーカーの熟練工の
高齢化及び次世代の若手が育成されていないこと，③多くのシューズメーカー
がOEM製造のためマーケティング力に問題を抱えていること，などがあげら
れる（羽渕・瀨古，２０１７b，４１ページ）。
阪神・淡路大震災以降，神戸市のケミカルシューズ産業は，大きく二つの戦

略をとった。第１に，低価格戦略である。例えば，神戸市のケミカルシューズ

１ 本稿の内容は，主に羽渕・瀨古［２０１７a］［２０１７b］に基づく。神戸市ファッショ
ン産業課は２０１６年１１月２４日に，日本ケミカルシューズ工業組合は２０１１年６月８日
と２０１６年９月２６日の二回にわたりヒアリングを実施した。本稿は，これらの調
査を基に，調査以後のケミカルシューズ企業の動向を加えて考察したものである。
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の小売企業Ａ社は，ケミカルシューズメーカーから不良在庫品を仕入れて安く
販売する，いわゆるオフプライス型の経営方式で成長を遂げた（羽渕・宇都宮
［２０１９］）。第２に，高価格化・ブランド戦略である。神戸市のファッション産
業課や日本ケミカルシューズ工業組合を中心に「神戸シューズブランド化」事
業に乗り出し，２０１４年３月，靴業界として初の地域団体商標に登録された２。
本稿は，後者の神戸市の地域ブランド戦略に焦点を当て，神戸市のファッ

ション産業課及び日本ケミカルシューズ工業組合への調査をもとに，地域団体
商標の登録の実態及びその特徴と課題について明らかにする。

２．神戸市のファッション産業政策

兵庫県と神戸市の地場産業政策は，それぞれ独自に実施している。兵庫県の
地場産業の担当部署は，産業労働部産業振興局工業振興課である。工業振興課
の中に地場産業担当の産地皮革班があり，「地場産業の振興に係る総合的施策
の企画及び推進に関すること」や「地場産業のブランド力強化，海外展開等の
支援に関すること」などを担当している。兵庫県からも同様に，ケミカル

２ 地域団体商標法の一部改正案が２００５年通常国会に提出され，同年６月８日に成
立，２００６年４月１日から施行された。改正案のポイントは，以下の通りである。
①地域名と商品（役務）名からなる商標（地名入り商標）について，事業協同
組合や農業協同組合などによって使用されたことにより，例えば，複数都道
府県に及ぶ周知性を獲得した場合には，地域団体商標として登録を認める（商
標法７条の２）。
②商標の出願者が事業協同組合や農業協同組合等の法人格を有する地域の団体
であり，団体構成員の加入の自由が保障されていなければならない（商標法
７条の２）。
③地域団体商標の登録後，周知性や地域との関連性が失われた場合には無効審
判の対象になる（商標法４６条１項６号）。
④地域団体商標の出願前から同一の商標を使用している者は，引き続きその商
標を自己のために使用することができる（先使用権）（商標法３２条の２第１項）。
地域団体商標の目的は特許庁によると「地域ブランドをより適切に保護する
ことにより，事業者の信用の維持を図り，産業競争力と地域経済の活性化を支
援する」ことにある（松隈［２０１８］，特許庁［２０１７］）。
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シューズ産業の補助金や支援策を受けており，その意味で，兵庫県と神戸市の
地場産業政策との間に明確な境界線はない（羽渕・瀨古，２０１７b，７９ページ）。
神戸市は，地場産業を神戸の経済や街のイメージアップに貢献する地域ブラ

ンドと位置付けている３。地域ブランド政策の重要性が増してきたことを背景
に，自治体組織の部局名に「ブランド」の名称を付けた管轄部署を設ける自治
体が増えているが，神戸市では地域ブランドの統括部署は設けていない。業界
団体及び関係部署と連携しつつ，ケミカルシューズ産業，真珠産業，清酒産業
など神戸ブランドを代表する産業を，業界PR，販売促進，人材育成などの分
野で多面的に支援している（羽渕・瀨古，２０１７b，７１ページ）。

２．１ ファッション産業課の設立経緯
神戸市のファッション産業課は，２０１２年度に設立された。それ以前は経済部

工業課生活係が主に地場産業政策を担当していた。経済部工業課からファッ
ション産業課が独立し，観光コンベンション部に再編成された理由は，先にみ
たように，神戸市の地場産業が一般的にイメージされる地場産業とは異なり，
「神戸ブランド」としてのお洒落なイメージがあり，観光産業のコンテンツと
しての活用が可能と考えられたからである４。その後，ファッション産業政策
のより多角的な展開を目指して，２０１６年度に組織改編を実施し，ファッション
産業が属していた産業振興局を経済観光局へと名称変更した。経済観光局は
「経済部」「観光コンベンション部」のほか「農政部」「中央卸売市場運営本部」
の４つの部を抱え，ファッション産業課は観光コンベンション部に再編された。
観光コンベンション部にはファッション産業課のほか，観光コンベンション課

３ 神戸市では，「衣（アパレル・真珠・ケミカルシューズなど）」，「食（清酒，
洋菓子，パン，惣菜，コーヒーなど）」，「住（洋家具，ホテル，ブライダルな
ど）」，「遊（スポーツシューズ，スポーツウェア，ゴルフ用品，テニス用品，登
山用品など）」などの生活文化産業がある（神戸ファッション協会［２０１５］）。神
戸発祥とされるクリスマス用品は，かつては主に欧米諸国に輸出されていたが，
１９５０～１９６０年をピークに衰退し，その後は中国などのアジア諸国の台頭で２０１６年
の調査時点では数社のみになっていた（羽渕・瀨古，２０１７b，７１ページ）。なお，
姫路市のゴルフヘッド企業については，羽渕［２０１３］を参照されたい。
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がある。神戸の地域ブランド戦略は，中小企業政策，ファッション産業政策，
観光政策の三本柱から成り立っていると言える（図１）（羽渕・瀨古，２０１７b，
６９ページ）。
ファッション産業課の「ファッション」とは，アパレルを意味する「衣」だ

けでなく，「衣・食・住」に「遊」を加えた４つの項目に関わる，地場産業を
含む生活文化産業全般を指し，「ファッション産業」の用語は，１９７３年の
「ファッション都市宣言」を行った頃より使われている（羽渕・瀨古，２０１７b，
６８～６９ページ）５。
神戸市の地場産業は，大きく三つのタイプに区分できる。第１に，神戸港開

港とともに開設された外国人居留地の洋風生活文化に刺激を受けて生まれた神
戸洋服，神戸靴，洋菓子，神戸洋家具，クリスマス用品などがある。第２に，

４ 兵庫県も同様に地場産業をファッション産業と位置付けている。兵庫県下で
は，「遊（靴下，かばん，播州織，皮革など）」，「食（醤油，素麺，乾麺など）」，
「住（家具，三木金物，家庭刃物など）」，「遊（釣針，釣具，ゴルフクラブなど）」
などがある。日本の伝統文化に基づく地場産業もあれば，欧米の近代文化を受
け入れて発展してきた地場産業など，多岐に及ぶ（神戸ファッション協会，
２０１５，３ページ）。
５ 「ファッション都市宣言」とは，低迷する神戸経済の打開策として，灘五郷の
清酒，洋服，真珠などの真珠産業を，おしゃれを表現できるアパレルなどの新
興産業と融合させることで，神戸市の基幹産業に育成することを目指したもの
であった（森本，２００９，１９０ページ）。

出所：筆者作成
図１ 神戸市の地域ブランド戦略の三本柱
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神戸港での原材料輸入や製品輸出のメリットを活かした，ケミカルシューズ，
コーヒー，パン，真珠加工などの産業である。第３に，六甲おろしや宮水など
自然の恵みがもたらした清酒産業である。神戸港と豊かな自然が地場産業の発
展に不可欠な存在となっている（羽渕・瀨古，２０１７b，７２ページ）。
神戸市の地場産業の近年の特徴として二つの点が挙げられる。第１に，海外

市場の開拓に積極的な地場産業である。例えば，スポーツ大手のナイキは新興
国市場の開拓を行い，売上の８割超が海外収益となっている。真珠業界は上海
を中心に展開し，清酒メーカーは代理店を通じて中国・アジア市場の需要を掘
り起こしている。洋菓子は国内に軸足を置きつつも，一部企業はアジア市場に
出店攻勢をかけている（神戸ファッション協会，２０１５，５ページ）６。第２に，
地域団体商標登録によるブランド化事業に取り組む地場産業である。神戸市で
は，「灘の酒」「須磨海苔」「神戸ビーフ」「有馬温泉」「神戸シューズ」など（２０１７
年３月現在）が商標登録されている（羽渕・瀨古，２０１７b，７２ページ）。

２．２ ファッション産業課の事業内容
ファッション産業政策は，部局ではなくファッション産業課が立案しており，

その事業内容は，①課の庶務，②地場産業の育成及び振興，③地場産業関係団
体との連携及び調整，④神戸ファッション産業課美術館及び神戸ファッション
産業課マート，⑤北野公房のまち，⑥生活文化産業の新興，⑦くつのまちなが
た神戸株式会社，⑧神戸ものづくり職人大学，となっている（神戸市経済観光
局『平成２８年度事業概要』）。
ファッション産業課の管轄事業は，ファッション産業全般に及ぶが，ファッ

ション関連企業の大半が中小企業のため，中小企業支援施策を行う経済部工業
課とも一緒にファッション産業への支援を実施している。中小企業支援は，
（公益）神戸市産業振興財団が中心的役割を果たしてきたが，神戸市では経済
工業課に加えて，関連諸団体の施策とリンクさせつつ支援を行っている。

６ 神戸市は，清酒業と真珠産業の海外進出を後押している。清酒製造業の支援
に関しては，灘五郷の清酒の産地である西宮市も補助金や支援策を用意してお
り，神戸市と西宮市の両市で協力して施策を講じている（羽渕・瀨古，２０１７b，
７３ページ）。
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ファッション産業課は，業界団体への補助金のほか，各地場産業が抱える特
有の課題の解決，ブランド発信のためのプロモーション活動への支援が活動の
中心となっている。例えば，２０１６年度は，セレクトショップのBEAMSと連携
して「衣・食・住・遊」に関わる神戸市の地場産業のプロモーション活動を行っ
た（羽渕・瀨古，２０１７b，７０ページ）。

２．３ 支援制度
地域ブランド政策に関わる支援制度には，まず，①地域団体商標に登録され

た中小企業団体を対象とした「地域ブランド活性化支援補助金制度」がある。
神戸市のファッション産業に属する地域団体商標の普及啓発や関連製品の販売
促進活動など，地域ブランド向上を目的とした総合的事業である。調査時の
２０１６年時点では，灘五郷酒造組合（灘の酒）と日本ケミカルシューズ工業組合
（神戸シューズ）の２団体が支援を受けていた。
次に，②「神戸ブランド販売促進支援補助制度」がある。本制度の対象団体

はファッション産業関連の中小企業団体であり，ファッション産業なら業種は
問わない。対象事業は，ファッション産業分野での既存製品や新製品の業界
PR事業や販売促進活動であり，洋服，パン，真珠など様々な団体が申請して
いる。
以上の二つの補助金制度はファッション産業に特化した団体向けの補助金制

度である。ファッション産業に特化した個別企業向けの補助金制度は用意して
いないが，産業を問わない個別企業向け支援制度は経済政策課の担当である。
経済政策課の中には「海外ビジネスセンター」というセクションがあり，ジェ
トロなどと連携しつつ，施策を講じている（羽渕・瀨古，２０１７b，７６ページ）。

３．日本ケミカルシューズ工業組合の役割

日本ケミカルシューズ工業組合は，１９５７年２月に現在の組合の前身となるケ
ミカルシューズ工業会が１９５９年５月に改組された全国組織である。組合員数は
１９８１年にピークの２６２社に達したが，その後，緩やかに減少を続け，阪神・淡
路大震災を契機に組合員数は約４５％減少した。
日本ケミカルシューズ工業組合の基本的役割は「年３回の見本市開催」「人

材育成事業（靴プランナー育成講座）」「ファッションシューズコンテストの開
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催」の３つである。
組合加盟のメリットは，単独で困難な展示会などの広告機能の代行にある。

見本市や講座等々の諸経費の大部分は国の助成金からなり，助成金窓口は，国
が経済産業省の製造産業局素材産業課・生活製品課，兵庫県が産業労働部産業
振興局工業振興課，神戸市は経済観光局観光コンベンション部ファッション産
業課が担当している。「神戸シューズ」ブランド化事業には国と神戸市の補助
金，靴プランナー育成講座には国と兵庫県が助成している。
これらの役割を日本ケミカルシューズ工業組合の組織体制からみると，「近

代化委員会」は，ファッションシューズコンテストや靴プランナー育成講座の
開催を担当しており，長田地区の新たな靴ブランドの認知度向上や人材育成に
努めている。「販売促進委員会」は，年３回の見本市を担当している。２００９年
に国内の靴産業活性化を目的として立ち上げられた「神戸シューズブランド化
委員会」が「総務委員会」の下部組織にある７。現在（調査時点）は，「神戸シュー
ズ」を直接販売する実店舗の開業を目標に活動をはじめていることもあり，今
年度より「近代化委員会」「販売促進委員会」「総務委員会」に次ぐ４つ目の委
員会として独立させた（羽渕・瀨古，２０１７a，４１～４６ページ）。

３．１ 「神戸シューズ」ブランド化事業
日本ケミカルシューズ工業組合の組合員数は減少傾向にある。その主な要因

は，海外からの廉価な製品の輸入増加により，シューズメーカーが倒産したこ
とにある。退会を希望する会員企業がある一方で，新規加入の会員企業は少な
い。かつて神戸市は靴の全国シェアの約８０％を占めていたが，調査時点（２０１６
年）では約７０％程度にまで下がってきていた。
「はじめに」でみたように，ケミカルシューズ業界の抱える問題には，①東
南アジア諸国からの廉価な輸入品の増加，②人材不足，③マーケティングの難
しさが挙げられるが，こうした課題を克服するために，日本ケミカルシューズ
工業組合は，「神戸シューズブランド化事業」に取り組み始め，国と神戸市の
補助を受けて，靴業界としては初となる地域団体商標に登録された。登録まで

７ 調査時点では「神戸シューズブランド化委員会」は同工業組合のホームペー
ジには記載されていなかった。
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８年の歳月を費やしたが，その理由の一つがOEM製造に起因する知名度と認
知度の低さにあった（表１）。そこで日本ケミカルシューズ工業組合では，大
阪や京都，バイヤーが多く集まる東京などで展示会を開催し，知名度向上に努
め，その結果，地域団体商標に登録されたのであった。
「神戸シューズ」に使われているロゴマークは，数十年前に産地ブランドと
して作られたものである。当時もブランド化事業の話しはあったが，靴は作れ
ば売れる時代だったこともあり，メーカー及び日本ケミカルシューズ工業組合
とも危機感が薄く，ブランド化事業の話しは立ち消えとなった。しかし，１９９５
年の阪神・淡路大震災により，長田地区の工場などの建物の約８割が大きな被
害を受け，生産量が約半分にまで落ち込み，且つ廉価な輸入品が国内に大量に
流入したことで強い危機感を生み，「神戸シューズ」ブランド化事業に取り組
むこととなった（羽渕・瀨古，２０１７a，４７ページ）８。
ただし，２０１６年１１月の調査時点で「神戸シューズ」に認定されたメーカーは

３５社であったが，「神戸シューズ」ブランドをどのように活用していくのか，
という具体策はまだ決まっていなかった。

３．２ 熟練工育成
熟練工と呼ばれる技能習得までに最低１０年の期間が必要とされる。熟練工の

技能継承が途絶えてしまうと，長田地区の靴産業の品質低下に直結するが，こ
の熟練工の高齢化が深刻な問題となっている。
長田地区の靴製造の大半の工程が手作業であり，「キツイ，汚い」といった

仕事内容であることから，若手人材を集めることが難しい。そこで，国と兵庫
県の助成金で人材育成を目的とした「靴プランナー（設計）育成講座」を２００５
年より開講し，主に靴の企画を担う人材を育成している。講座内容は，主に

８ 調査時点で，日本ケミカルシューズ工業組合は，ブランド化事業の一つの方
策として海外輸出の検討も始めていた。昭和４０年代までケミカルシューズの約
４０％が輸出されていたが，オイルショック後は多くのメーカーが内需に切り替
えた。阪神・淡路大震災以後は，海外からの輸入品により業績が圧迫されて
いった（羽渕・瀨古，２０１７a，４７ページ）。なお，ケミカルシューズ産業の輸出
に関しては，藤井［１９８０］第３章に詳しい。

駿河台経済論集 第３１巻第１号（２０２１）

４４



デッサンや靴の型紙作りの基本を学ぶものが中心である。講座修了生の中には，
靴メーカーへ就職する人もいるが，採用時の景気状況や修了生の年齢などが理
由で採用に繋がらない場合もある。また，同講座は失業者を対象としているの
で，メーカーは若手人材の採用を必要としているが，採用時に年齢や性別を問
うことはできない。景気が少し上向きかけた２０１６年は１０名の募集に対して９名
の応募があったが，不景気の時は１０名の募集枠に対して３０名が応募してきたこ

表１ 神戸シューズブランド化事業の活動記録

２００６年４月 特許庁による地域団体商標制度の開始

２００７年３月 ディアモール大阪にて「神戸シューズキャンペーン」実施

２００７年１１月 JR京都駅ビル駅前広場にて「神戸シューズキャンペーンin京都」開催

２００８年１０月 東京神宮前の商業施設にて「神戸シューズ」PR及び販売活動を実施

２００９年８月 神戸シューズブランド化委員会設置

２００９年９月 特許庁の商標に関する専門官を招き，地域団体商標の勉強会開催

２０１０年３月 デュオ神戸にて「神戸シューズinハーバーランドコレクション」開催

２０１０年４月 神戸シューズブランド化委員会の分科会「品質基準分科会」設置

２０１１年３月 神戸サンボーホールにて「神戸シューズPR展示商談会」開催

２０１１年６月 神戸シューズブランド化事業に関する手引き策定

２０１２年３月 大丸神戸店にて「KOBE SHOES×KOBE DAIMARU」開催

２０１２年７月 東京ビッグサイトにて開催のIFF（International Fashion Fair）に神戸シュー
ズブースとして初参加

２０１２年９月 「神戸シューズ 大丸京都店四条烏丸出店 感謝の１００年祭」にて神戸シューズ
を販売

２０１２年１２月 大丸神戸店にて「神戸シューズコンフォートフェア」開催

２０１３年３月 大丸神戸店と京都店で神戸シューズを販売

２０１３年５月 大丸札幌店にて神戸シューズを販売

２０１３年６月 大丸神戸店にて神戸シューズを販売

２０１３年７月 東京ビッグサイトにて開催のIFF（International Fashion Fair）に神戸シュー
ズブースとして出店

２０１３年１０月 大丸神戸店，京都店，名古屋松坂店にて神戸シューズを販売

２０１４年３月 靴業界として初の地域団体商標登録

出所：神戸市内部資料及び羽渕・瀨古［２０１７b］を基に筆者作成
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ともある。一般的な靴業界における人材募集は，一部の大手メーカーの定期採
用を除けば，通常は欠員補充のための採用がほとんどである。
同講座以外の人材育成の場としては，東京に専門学校が数校，関西では各業

界団体と神戸市及び（公益）神戸市産業振興財団が協同運営する産官協同の「神
戸ものづくり職人大学」がある。２００５年に開講し，「神戸靴」「神戸洋服」「神
戸洋家具」などの分野でのものづくりの技能を伝承し，次代の業界の担い手を
育成している（羽渕・瀨古，２０１７a，４８ページ）。

４．おわりに

最後に，神戸市の地域ブランド戦略の特徴・課題を整理したうえで，調査以
後のケミカルシューズ企業の動向を検討する９。

４．１ 神戸市の地域ブランド戦略の特徴
第１に，神戸市の地場産業政策は，１９７３年の「ファッション都市宣言」，２０１２

年のファッション産業課の設立，２０１６年の経済観光局への改組により観光政策
とリンクさせながら，地域ブランド戦略を展開してきた。神戸市の地域ブラン
ド政策は，ファッション産業政策，中小企業政策，観光政策の三つを柱として
展開している１０。
第２に，地場産業を，本来の意味よりも広い意味でのファッション産業と捉

えている。地域ブランドの統括部署を持たず，関係部局及び団体と連携を図り
つつ，多面的に支援を行っている。産業政策の対象の広がりを反映して，行政
組織も柔軟な体制を敷いていると言える。
第３に，地場産業の担い手の多くは中小企業である。中小企業支援は，

ファッション産業課だけではなく，中小企業支援を担当する経済部工業課も実

９ ２０１６年の日本ケミカルシューズ工業組合への調査後，日本ケミカルシューズ
工業組合は東京・銀座などへ「神戸シューズ」ブランドの店舗を出店してきた
が，閉店店舗も多く，時間をかけて黒字化を目指すとされる（日経産業新聞：
２０２０年２月３日）。

１０ 本稿では，神戸市の地場産業政策を観光政策との関連で検討することはでき
なかった。神戸市の観光政策については，中尾［２００３］を参照されたい。
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施している。ファッション産業に特化した団体向け補助金はファッション産業
課が支援，企業向け支援は経済部工業課が担当している。また，ファッション
産業課は特定産業を支援の対象としているが，経済部工業課は特定していない。
最後に，地域団体商標の登録までに長期間を要し，日本ケミカルシューズ工

業組合の長期に及ぶ組織化活動がブランド構築の基盤となっている点である。
以上の特徴を持つ神戸市の地域ブランド政策であるが，ケミカルシューズ産

業のブランド化に際して，以下の課題を有する。

４．２ 神戸市の地域ブランド戦略の課題
第１に，「神戸シューズ」の定義をめぐる問題であるが，その定義をめぐる

利害調整も乗り越えるべき課題であった。例えば，日本ケミカルシューズ工業
組合の組合員の中には中国に工場を持つ企業もあり，最終工程を神戸で実施す
れば「神戸シューズ」と呼べるか，それとも裁断や縫製の工程も神戸の地元企
業が担うべきか，という調整も必要であった。最終的に全工程を神戸市及びそ
の周辺で実施することで決着し，基準を満たすシューズに「神戸シューズ」の
表示を許可した（流通新聞：２０１７年４月９日）。
第２に，シューズ産業の熟練職人や若者の労働力不足が深刻であり，神戸市

独自の「神戸ものづくり職人大学」をはじめとした様々な施策を講じているが，
これら施策が人材育成に結実しているとは言い難いのが現状である。
第３に，地域ブランド名として「神戸ビーフ」などの場合，農産品の商標登

録名が消費者に認知されやすいが，ブランド名が「メーカー名」「メーカーの
ブランド名」「地域団体商標登録名」の３つが存在し，これらが「神戸シュー
ズ」ブランドの定着を困難にしている要因の一つとなっている。
第４に，ブランド名の混在化とも関連するが，「神戸シューズ」ブランド構

築の主体が行政・組合・企業の三者間で曖昧になりがちな点である。

４．３ 調査以後の企業動向
以上の課題克服に向けた個別企業による動きもある。ケミカルシューズ産業

の地域団体商標登録の以前より，バークレーのブランドで有名なカワノ工業は，
イタリアや香港などに積極的に海外進出を果たしてきた。また，西陣織を使っ
た海外ブランドシューズなどを手掛け，日本の伝統技術をベースとしたブラン
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ド確立にも力を注いできた（日経流通新聞：２００１年１１月６日，２００３年１２月９日）。
他方で同社は，ブランド力向上のみならず，熟練工が必要とされる革靴など

の接着作業を自動化する事業にも乗り出していく。スポーツシューズの分野で
導入されている自動化技術が革靴分野で導入を図る珍しい事例であり，同事業
は神戸市の助成金を受けている（日本経済新聞：２０１８年１月１６日）。
同社の取り組みは，神戸市のファッション産業課や日本ケミカルシューズ工

業組合が抱えていた課題を，個別企業が克服していく事例と言える。すでにみ
たように，個別企業への支援は，ファッション産業課の管轄事業ではなく，経
済工業課＝中小企業政策の対象であり，産業政策と中小企業政策が重なり合い
ながら展開してきた。産業政策の課題を中小企業政策によって克服する試みが
なされてきたのである。
カワノ工業のように，自社に研究開発部門，製造部門，販売部門を抱える，

いわゆる垂直統合型企業に対して，神戸市のケミカルシューズ産業の多くの企
業のマーケティングは，卸売業者が全て担ってきた。メーカーは，シーズン前
にサンプルを卸業者に持ち込み，商談成立後に発注分を製造・納品してきた。
シューズの各工程は，地域内に集積している裁断・裁縫・糊引きなどの加工業
者が受け持ち，メーカーが完成品に仕上げた。この仕組みは業界全体が好調な
時は機能したが（関・及川，２００６，１６７ページ），すでにみたように，阪神・淡
路大震災以降，こうした水平分業体制は，そのマーケティング力の弱さを露呈
するようになっていた。
神戸市のケミカルシューズ産業を企業類型からみると，垂直統合型企業と水

平分業型企業に類型化することができるが，日本ケミカルシューズ工業組合の
ブランド事業の組織化活動は，水平分業ネットワークの組織化がその対象で
あった。
先にブランド事業の課題として，ブランド名の混在化やブランド事業の主体

間の役割の曖昧さを指摘したが，見方を変えると，神戸市にケミカルシューズ
産業が豊富に集積していることの証左でもある。その事例のひとつに，アディ
ダスジャパンが国内初となるスポーツシューズ開発施設「アディダス フット
ウェアラボ」が長田区に開業したことが挙げられる。フットウェアラボの建物
は地下１階から地上２階まであり，陸上，野球，サッカーの選手の足を測定し，
靴の木型やデザインを開発するほか，定番商品や子供向け商品も手掛ける。国
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内の店舗従業員の教育や海外から人材を集めて靴職人を育成する拠点としても
活用される（流通新聞：２０１７年１０月１１日）。ケミカルシューズ産業の豊富な集
積が，大手企業・研究所の誘致を誘発し，人材育成の拠点として成長しはじめ
ている。
神戸市の地域ブランド戦略は，神戸市のブランド政策，日本ケミカルシュー

ズ工業組合の組織化活動，中小企業政策による個別企業への支援，企業努力が
絡み合いながら展開されてきた。「神戸シューズ」のブランド化事業はまだ緒
についたばかりではあるが，①企業のマーケティング・ブランド意識を高めた
こと，②ブランド化政策を中小企業政策，観光政策と連動させるなかで行政組
織の再編が行われたこと，③産業政策の課題を個別企業が克服する動きが出て
きたこと，④ケミカルシューズ産業の集積を基盤とした企業誘致や人材育成の
拠点となりつつあることなど，「神戸シューズ」事業は，意図せざる結果も含
めて様々な効果を地域にもたらしている。神戸市の地域ブランド戦略は，地域
ブランド政策・組合企業の組織化事業・個別企業の戦略を包括しつつ展開され
てきたのであった。

参考文献

清成忠男［１９８６］『地域産業政策』東京大学出版会
神戸市経済観光局［２０１６］『神戸の経済２０１６』
神戸市産業振興局［１９９７］『神戸の地場産業』
神戸ファッション協会［２０１５］『神戸ファッション産業規模調査報告書』
関満博・及川孝信編［２００６］『地域ブランドと産業振興』新評論
関満博・大塚幸雄編［２００１］『阪神復興と地域産業』新評論
田中道雄・白石善章・濱田恵三編著［２０１５］『地域ブランド論』同文館出版
特許庁［２０１７］「地域団体商標について」特許庁
中尾清［２００３］『神戸と横浜における「都市観光」の展開』たいせい出版
西村順二［２０１５a］『神戸市地場産業であるケミカルシューズ産業の実態調査』甲南
大学ビジネスイノベーション研究所，１～４２ページ
西村順二［２０１５b］「地域中小企業における産業集積と市場の関係性に基づく成長戦
略―ケミカルシューズ産業の事例研究―」『甲南経営研究』第５６巻第１号，２５～４７
ページ

神戸市の地域ブランド戦略

４９



日本ケミカルシューズ工業組合［２００７］『創立５０周年記念誌』
羽渕貴司［２０１３］「ゴルフヘッド鍛造企業訪問記録」神戸国際大学経済文化研究所『経
済文化研究所年報』８７～９３ページ
羽渕貴司・宇都宮浩司［２０１９］「神戸市Ａ社による地域密着型の小売戦略」日本都市
学会『日本都市学会年報』８１～８８ページ
羽渕貴司・瀬古悦世［２０１７a］「日本ケミカルシューズ工業組合調査報告書」神戸国
際大学『経済文化研究所年報』第２６号，４１～５１ページ
羽渕貴司・瀬古悦世［２０１７b］「神戸市ファッション産業課調査報告書」神戸国際大
学『経済経営論集』第３７巻第２号，６７～８５ページ
藤井茂［１９８０］『輸出中小企業』千倉書房
松隈久昭［２０１８］「地域団体商標による農産物のブランド化の現状と課題」大分大学
経済学会『大分大学経済論集』３３～５４ページ
森本伸枝［２００９］『洋菓子の経営学』プレジデント社
盛山正仁［２０１７］『我が国の真珠産業・真珠政策と真珠振興法』創英社

駿河台経済論集 第３１巻第１号（２０２１）

５０



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


